
(1) (4)

平成20年5月1日号　№7 金谷コミュニティ委員会
会長　塚本俊司

事務所　島田市金谷河原3400
島田市金谷健康福祉センター3階
Tel　 0547－４６－００３１
Fax　0547－４６－０１３３
Ｅmail　kanaya@cy.tnc.ne.jp

　
去
る
四
月
十
八
日
に
往
還
下

橋
が
開
通
し
て
供
用
開
始
し
ま

し
た

。

　
往
還
下
土
地
区
画
整
理
地
内

か
ら
ジ
オ
ス
タ
ー
さ
ん
の
横
を

通

っ
て
二
軒
家
の
県
道
住
吉
金

谷
線
に
つ
な
が
る
橋
と
し
て

、

従
来
か
ら
あ
る
高
橋
の
東
側
に

完
成
し
ま
し
た

。

　
将
来
的
に
は

、
県
道
島
田
金

谷
線

（
旧
国
道
１
号
線

）
に
つ

な
が
り

、
更
に
も

っ
と
先
に
は

第
二
東
名
高
速
道
路
金
谷
イ
ン

タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
も
ア
ク
セ
ス

す
る
予
定
だ
そ
う
で
す

。
便
利

に
な
り
ま
す
ね
！

往
還
下
橋

　
　
　
開
通
！

このニュースは、ＰＤＦファイルにて、
メールでの配信も行います。カラーです。
ご希望の方は、上記のメールアドレスまで
お申し出ください。

金谷コミュニティ委員会 第1回定例総会のご案内
日　時：平成20年5月24日（土）
　　　　午前10時～午前11時30分
場　所：みんくる集会室
議　題：平成19年度事業報告と会計報告
　　　　平成20年度事業計画と予算
記念講演
　静岡県総務部中部地域支援局　大角充良 氏
　演題は未定

総会は、役員と部会の部員および金谷地区
自治会長をもって構成する。(規約第13条）

　各部会の部員の皆さんには、専門部を通
じてご案内をします。
　住民の皆様も、ぜひご出席ください。

　当日は、金谷地区ニュースの愛称に採
用された方のご紹介と記念品の贈呈を行
います。

金谷宿川越し場跡案内板除幕式

平成20年4月5日午前11時より桜満開の東町水神公園入口にて、桜井市長、島田宿・金谷宿史跡保存
会会長、島田博物館館長、その他役員の方々、及び町内区長及び町民の皆さん、金谷小学校生等多
くの皆さんが参加して、金谷宿川越し場跡案内板の除幕式が実施されました。

「
箱
根
八
里
は
馬
で
も
越
す
が
、

越
す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
」
と
言

わ
れ
た
東
海
道
の
難
所
。
江
戸
時

代
、
大
井
川
は
幕
府
の
命
に
よ
り

「
架
橋
」
や
「
渡
船
」
が
固
く
禁

じ
ら
れ
、
川
を
渡
る
に
は
「
川
越

し
人
足
」
に
よ
る
「
肩
車
」
や

「
蓮
台
」
な
ど
全
て
人
力
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
東
町
「
八
軒
屋
橋
」
か

ら
西
へ
、
秋
葉
神
社
の
辺
り
ま
で

の
間
が
「
金
谷
河
原
町
」
と
呼
ば

れ
、
対
岸
の
島
田
河
原
町
と
同
様

に
街
道
沿
い
に
は
、
川
越
業
務
を

管
理
す
る
役
所
「
川
会
所
」
や
川

越
し
人
足
の
詰
所
で
あ
る
「
番

宿
」
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

 
こ
の
度
、
水
神
公
園
の
北
入
り

口
に
建
て
た
案
内
板
は
、
当
時
の

町
並
み
を
図
画
面
上
に
再
現
し
た

も
の
で
「
川
越
し
制
度
」
の
説
明

文
と
現
在
の
町
並
み
も
掲
示
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
「
島
田
市
博
物

館
」
と
市
内
の
歴
史
愛
好
家
グ

ル
ー
プ
「
島
田
宿
・
金
谷
宿
史
跡

保
存
会
」
と
の
協
働
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
地
元
東
町
の
自
治
会
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
戴
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
金
谷
宿
本
宿
（
宿

場
街
）
の
町
並
み
、
問
屋
場
・
助

郷
会
所
・
お
七
里
役
所
跡
や
、
金

谷
宿
の
西
の
入
り
口
「
金
谷
大

橋
」
（
現
坂
町
の
「
不
動
橋
」
）

な
ど
の
案
内
板
の
設
置
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
旧
金
谷
町
に
残
る
貴
重
な
歴
史

遺
産
を
皆
で
守
り
、
後
世
に
引
継

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
島
田
宿
・
金
谷
宿
史
跡
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
植
野
　
修

皆で守ろう！旧金谷町に残る貴重な歴史遺産

金
河
座
（
建
物
）

が

　
　
　
　
消
え
る
…

　
新
し
く
出
来
る
も
の
が
あ
れ

ば
消
え
て
い
く
も
の
も
…

　
大
正
末
期
に
芝
居
小
屋
と
し

て
始
ま

っ
た
金
河
座
は

、
戦
争

や
洪
水
な
ど
で
被
害
を
受
け
な

が
ら
も
映
画
館

(

金
谷
劇
場

)

と
し
て
長
い
間
金
谷
の
住
民
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

。

　
廃
業
し
て
久
し
い
建
物
で
す

が

、
四
月
末
に
取
り
壊
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

　
解
体
直
前
の
写
真
が

、
ほ
ん
ま

ち
輪
の
会
の
ブ
ロ
グ
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す

。

（
ほ
ん
ま
ち
輪
の
会

で
検
索

）

川会所と
番宿周辺
でござる
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今回の茶まつりで、その場にいた人しか
見ることが出来なかったサプライズをご紹介します。

第壱屋台には、殿様が登場！
屋台踊り「お江戸はカーニバル」の
歌詞中の吉宗さんが、金ぴかの衣
装で当日も一緒に踊りました。

第参屋台は、男性だけの屋台踊りを
一回だけ、本部前で披露しました。
第参支部の中でも極秘で準備され
たサプライズ。写真がありません。

第六屋台では、お囃子に合わせて、
おかめひょっとこが屋台を舞台に踊
りを披露。一人の人が両手両足を
使って演技しています。

　茶娘道中1300人の総踊り

午前中、各地域で踊りを披露し
た茶娘さんたちが、午後から金
谷駅前通りに集結。
今年の総踊りも圧巻でした！

金谷全体で取り組む茶まつりが
ますます発展しますように！
　　皆さん、お疲れさまでした！

 Ｍix Beanz （ﾐｯｸｽﾐｰﾝｽﾞ）

第壱屋台の踊りのメンバーが中心
のグループ。子供も大人もワイワイ
楽しく踊っています。次のお祭りが
待ちきれないあなた！一緒に踊りま
せんか？男性も大歓迎です。各地
のイベントにも参加しています。

　　練習日　　毎週水曜日 19時半～
　場   所　　みんくる２階

 Inity gyals（ｱｲﾆﾃｨ ｷﾞｬﾙｽﾞ）

★仲良しな女のコという意味です★
第弐屋台の踊りから生まれたダン
ス初心者のグループです。レゲエ
ダンスを中心にヒップホップ、ジャズ
を取り入れています。一緒に踊りま
しょう★年齢問いません。
 

練習日　毎週木曜日１９時半～
場　所    金谷会館　２Ｆ
５月８日　からスタートします！

　　　お茶の郷での茶娘道中
来館者の皆さんも、喜んでください
ました。第六支部では、午前中、菊
川地区や神谷城地区でも踊りを披
露しました。

　　　竹下通りでの茶娘道中
この後老人ホームでも踊りを披露
し、金谷に向け出発しました。
また、五和保育園児による鼓笛隊
の演奏も行われました。

川越し太鼓

　
神
尾
地
区
で
は

、
四
月
六
日

(

日

）
恒
例
の

牛
御
前
神
社
の
祭
典
が
行
わ
れ

、
満
開
の
桜
の

下

、
区
民
総
出

（
戸
数
十
六
戸

）
で
無
病
息
災

身
体
健
全
を
祈
願
し
ま
し
た

。

　
神
社
は
国
道
四
七
三
号
線
を
北
に
向
か
い

、

地
蔵
峠
の
手
前
一
ｋ
ｍ
の
左
側
に
あ
る
小
さ
な

社
で
す

。

　
こ
の
祭
り
は

、
昔

、
慶
長
の
頃

、
牛
若
御
前

と
い
う
若
武
者
が
戦
い
の
中
追
手
に
か
か
り

、

牛
に
ま
た
が

っ
て
荒
れ
狂
う
大
井
川
を
渡
り
き

っ
た
と
い
う
話
に
由
来
し

、
神
尾
の
人
た
ち
は

こ
の
若
武
者
の
度
胸
と
勇
気
を
た
た
え

、
武
運

長
久
を
願

っ
て
祀
り
伝
え
た
と
の
こ
と
で
す

。

　
戦
時
中
は

、
出
征
兵
士
の
武
運
を
祈
る
人
々

で
賑
わ

っ
た
そ
う
で
す

。

　
今
で
も
住
民
の
信
仰
に
支
え
ら
れ

、
大
事
な

伝
統
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
―
高
熊
・
鈴
木
曠
雄
さ
ん
―

　

北
五
和
・
神
尾

　

「
牛
御
前
神
社
」
例
祭

う
し
ご
ぜ
ん
じ
ん
じ
ゃ

 諏訪原城跡を市民にとって楽しめる
城跡にするための活動で、７年目にな
ります。去年も5月に竹の伐採を行い
ましたが、さらに一歩整備を進めたい
と思います、ぜひご参加ください。
日　時：　５月１１日（日） （雨天中止）
　　　　　　　９：00～１５:00
集合場所：　諏訪原城跡駐車場
持ち物：　弁当
連絡先：
　NPO法人「里山仕事・しょんた塾」
　増田 宜春 TEL/FAX：４５－３９７５

 　mail: geb0127１＠nifty.com
 「しょんた塾」の仲間も募集していま
す。神谷城に活動基盤をもって、ゆっ
たりと里山づくり、野菜づくりをしてい
ます。ボランティア活動に関心のある
方は、ご連絡ください。

投
稿

　　山美鳳金谷（燦々きらら）

第参屋台の振り付けをしてくださっ
ている山口先生に指導していただい
ています。現在男女２１名。静岡の
夜桜乱舞や清水港祭りには毎年参
加しています。体力づくりや踊りに
興味のある方、一度見に来てくださ
い。
 

練習日　毎週日曜日 １8時～
場　所   夢づくり会館 健康づくりの部
屋

第壱支部　５月１０･１１日　9：00～20：00　交流センター

第参支部　5月１７・１８日　13：00-20：00　　根岸公民館

第四支部　終了しました。
　　　　（4/19-20　夢づくり会館２Ｆ　4/21-26　竹下祭本部詰め所）

第六支部　昨年の秋から撮りためた写真を編集して、フォトシネマを作りました。
　　　　　　　見たい人は支部の役員までご相談ください。

茶
ま
つ
り

写
真
展

第弐屋台は金谷で一番子供の数が
多い地域。屋台踊りの先頭には、子
供たちがズラ～リ！掛け声も元気に
踊りを披露してくれました。

第四屋台は、統率がとれた屋台引
きが見事！成長が著しい！との声
があります。２０･３０代の若い人たち
の参加が増えていることが自慢で
す。

こちらは自慢話。それぞれの屋台が個性的に
茶まつりを盛り上げました。

第伍屋台は一番の大所帯。
茶娘３３０名　屋台踊り子４００名。
全体の参加者は一日目７００名、二
日目６００名。すごいですね！

茶まつりから踊りのグループが生まれています。
連絡先は載せませんので、練習日に直接お出かけください。

諏訪原城跡・竹林整備活動
のご案内

記事の写真では
ありません。


